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第 4 章では，第 3 章で述べた非機械駆動型センサをさらに小型化するために，点光源と結像光学系を
励起光学系として利用した SPRセンサの開発について述べているO 本センサでは，励起光学系をレン
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ズ 1 枚にすることによって小型化が容易になることを示し， この光学系をノてルクの光学素子で構成して
行なった実験結果についてまとめている。さらに，実際に試作した小型センサによる測定結果について
述べ，本センサの有効性を示しているo









は光励起表面プラズマ振動 (S PR) を，小型化学センサに活用するための新しい提案と，それを用い
たセンサの試作に関するものであり，主な成果は次の通りであるo
(1) S PRを化学センサとして利用するための基本システム構成の提案を行なうと共に，原理の有効性
を確認するため回転ステージと独特の光学系を用いた計測系を試作し，液体試料についての基本パラ
メータの抽出法と原理の正当性を確認しているO
(2) 小型センサを実現するため，機械駆動部を持たない形の計測系として，面光源とケーラー照明系を
組み合わせた励起系並びに固体イメージセンサを検出系に採用する方式を考案し，高精度，実時間セ
ンシングの実現に成功している O
(3) 上記センサのより小型化，簡便化を目的として，点光源と結像光学系の組み合わせによる励起方式
を提案し，その安定性と精度向上を計るための諸手法を併用したセンサを試作してその有効性を確認
しているO
(4) SPRセンサの性能向上を図るため，励起膜部分の多層化を試み，その基本特性のシミュレーショ
ンを行なうと共に，実際に四層構造のセンサヘッドを試作し，精度向上が可能であることを実証して
いる O さらに，このセンサについて種々の温度補正法を考案し，信頼性と安定性の向上を確認してい
る。
以上のように本研究は， SPRを利用する新しい化学センサの提案と共に，幾つかの構成の異なるユ
ニークなセンサの試作を行なってその有効性を確認したものであり，光工学，計測工学，分析化学に寄
与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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